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長年使い慣れてきたものに対 しては,誰 しも愛

着をもってくるものである。身の回りのもの,た
とえば愛着の出てきた茶碗がすこし欠けたくらい

で,す ぐに新しいものと変える人はあまりいない

だろうし,その欠け具合で逆に自分のものだと認

識することもある。住めば都という言葉どおり,

大学院学生の頃から10年間,同 じ研究室で研究し

てきた私も,こ の理学部にだんだんと慣れ親しん

できた。周囲の人達の理解と援助があって,十分
に自分のや りたい研究をやってこれたように思

う。

他の場所で働いたことがなかったこともあっ

て, 2年前スタンフォー ド大学に留学 した時に

は,それまでの研究環境との違いにつくづ く驚い

たものである。新天地で研究を始めて間もない

頃,夕方 6時半ごろ実験をしていると,留学先の

教授に, どうしておまえはこんなに夜まで実験を

するのか, と注意された。思わず学生実習の頃の

ことを思い出してしまったが,それは,夜 まで実

験するのはカリフォルニアの流義ではないという

ことらしい。たしかに夜おそくまで大学の研究室

で研究しているひとたちも,そ こにはいないわけ

ではないが,大半の研究者はもうその時間に家に

帰っていて,夜 7時を過ぎて廊下を往来している

スタンフォー ドでの感奮

大 矢 禎 ― (植物学専攻)

のは,ほ とんどモップがけの掃除をしている清掃

員だけである。スタンフォー ドでは,研究者が朝

早 くから夜遅 くまで身を粉にして働 くという,ブ
ルーカラーは似合わない。キャンパス内に トム・

ワトソンが育ったゴルフコース,ジ ョン・マッケ
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ムなどを有するその大学では,いかに生活を楽し

んでいるかはみんなと語り合えても,あ くせく夜

中まで働いていることは,人前ではとても恥ずか

しくて言えない。もっともこれはカリフォルニア

に限らず,そ の国民の共通の意識かもしれない

ブ,ヾ。

大学にいる間の限られた時間の中で,研究者が

密度の濃い研究活動を行なえるために,ス タン

フォード大学では,相当程度の組織上,運営上の

工夫をしている。まずは徹底した仕事の分業。完

全OA化 している事務部では余裕のある人員を確
保し,教育 。研究のバ ッヽクアップ体制がしっかり
としている。まずそのおかげで,かなり研究環境
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のオー トメーション化できうる実験の多くは,独
立の部局がそのために設けられており,実験は委

託の形で行われる。学部で共通に持つ機器の充実

も見逃せない。これらの共通機器は,建物や部屋
の設計当初から考えに入れられて計画に組み込ま

れており,無駄なく配置され,専任の人にしっか

り管理されて,効率よく使われている。運営面で

は,研 究室 ご とに,い わゆ るラボ 。マ ネー
ジャー,テ クニシャン,手伝いの学生,器具洗い

の人などの多くの人達が,研究者を非常によくサ
ポー トして くれている。大学院生も,全員が返済
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義務のない奨学金をもらっているので,アルバイ

トの必要はなく,研究活動に集中できる。事務部

だけに限らず,研究室内でOA化もずいぶんと進
んでいる。すべての机には,コ ンピューターの端

末がはじめから取 り付けられており, どこの机か

らでもキャンパス内外の情報収集,物品の注文,

文献検索が容易にできる。驚いたのは学部内の会

議がほとんどないこと。Department制 というこ

ともあるが教授会は年に 1回 ,その他の特別委員

会などもまったくない。ただその分 Chairman

に責任と権力が集中している。

日本にいると,研究者が一日のなかの長い時間

をさいて, 自分でやらなくてはならないこまごま

とした多くのことを,スタンフォードではやる必

要がなかった。もちろんこれは先立つものがなけ

れば導入できないシステムではあるが,その裏に

は科学に対する根本的な考え方の違いがあるよう

な気もする。学校 (school)の 語源はギリシャ語

の scholeで あるが,こ れはそもそも「余暇」と

いう意味を持っている。西洋では,科学の自由な

発想,自然への探究心は, 日々の過酷な労働,作

業とは逸脱したところでのみ生まれ得たというこ

とであろう。これこそがキャンパスでウインド

サーフィン, ヨットのセーリングの講習会を開い

ている人達の発想の源である。優れた知的作業を

行うためには,心を落ち着かせて,い ろいろと考

えを張り巡らせてみる時間をまず大事にしている

のである。一方で,帰国してから改めて観察して

みても,私の周りにいる人達の中で,暇そうにし

ている教官は,残念ながら見当たらない。本当に

朝から晩までよく働いていると,感心するばかり

である。

さて,連中はそうしてできた口Fxな 時間を何に

使っているかというと,答えはさまざまである。

そのなかでも,人 とのコミュニケーションに費や

している時間が多いと,ひ とつには感じた。間違

いなく,よ く議論をしている。時にはオフィス

で,時にはランチルームで,研究室の分け隔てな

く,い ろんな人と,い ろんなアイデアを交換 し

あっている。アメリカの大学ではセミナー,研究

集会が多いのは有名だが,多いときなどはキャン

パス内の生物系のセミナーだけで 1日 に10回以上

も開かれていることもある。それだけ他の大学,

研究所の個性豊かな研究者に巡 り会う機会 も多

く,貴重な夕刻のひとときを迎えることも幾度も

あった。

有意義だった 2年間の留学を終えて,植物学専

攻の教官の一人として大学院理学系研究科に戻っ

てみると,以前にも増していろいろなことを考え

る。理学系研究科の一部が柏キャンパスに移転す

る計画が進んでいる中で, よりよい理学の研究環

境とは何であるかを,こ れから暇な時間を作っ

て,さ らに考えていきたい。
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